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日本台湾交流協会について

公益財団法人日本台湾交流協会は外交関係のない日本と台湾との間で、非政府間の実務関係
として維持するために、1972年に設立された法人であり、邦人保護や査証発給関連業務を含め、
日台間の人的、経済的、文化的な交流維持発展のために積極的に活動しています。
東京本部の他に台北と高雄に事務所を有し、財源も大宗を国が支え、職員の多くも国等から
の出向者が勤めています。

表紙写真

※本誌に掲載されている記事などの内容や意見は、外部原稿を含め、執筆者個人に属し、公益財団
法人日本台湾交流協会の公式意見を示すものではありません。

※本誌は、利用者の判断・責任においてご利用ください。
万が一、本誌に基づく情報で不利益等の問題が生じた場合、公益財団法人日本台湾交流協会は一
切の責任を負いかねますのでご了承ください。

　2023年６月29日、当協会台北事務所にて日本語パートナーズ（※）７期帰国前報告会を実施
しました。７期の15名は2022年９月から2023年６月まで、台湾各地の高校に派遣され、日
本語の授業のサポートや日本文化の紹介などの活動を行いました。
※日本語パートナーズ派遣事業は、日本の国際交流基金（JF）からの委託を受けて当協会で実施してい
る事業です。

［維持会員の特典］

交流

台北事務所：
台北市慶城街28號　通泰大樓
Tong Tai Plaza., 28Ching Cheng st., Taipei
電　話（886）2－2713－8000
ＦＡＸ（886）2－2713－8787

高雄事務所：
高雄市苓雅區和平一路87號　南和和平大楼9樓・10樓
9F, 87Hoping 1st. Rd., Lingya Qu, kaohsiung Taiwan
電　話（886）7－771－4008（代）
ＦＡＸ（886）2－771－2734
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維持会員制度について

公益財団法人である当協会では、事業に要する資金の一部を民間資金により補っております。このため設立当初より「維持会員」
制度を設け、台湾へ進出して現地の工場、営業所または出張所に駐在員を派遣している企業、台湾と取引関係を有する企業、その
ほか台湾に関心を有する企業、団体等にご加入のご協力をお願いしております。

加入いただきました会員の皆様には、台湾の経済開発、市場動向等についての最新情報を提供するため、当協会の会報「交流」（最
新台湾経済等の情報、月１回発行）のほか、「台湾の経済DATABOOK」等の各種刊行物、資料を発行・送付しております。また、
会員の皆様向けに当協会台北事務所長による台湾情勢に関する「維持会員報告会」を東京において年１回無料で開催している他、「台
湾情勢セミナー」を年間数回無料で開催しております。さらに、貿易投資アドバイザーによる相談窓口も設けております。

2023年７月25日　発　行

編集・発行人：
発 行 所 ：

表紙デザイン：
印 刷 所 ：

花木　出
郵便番号　106－0032
東京都港区六本木３丁目16番33号
青葉六本木ビル７階
公益財団法人　日本台湾交流協会　総務部
電　話（03）5573－2600
ＦＡＸ（03）5573－2601
ＵＲＬ http://www.koryu.or.jp（三事務所共通）
文唱堂印刷株式会社
株式会社丸井工文社

１．各種刊行物、資料の提供
以下の出版物等を随時提供いたします。
・台湾情報誌「交流」（月１回発行）
・台湾の経済DATA BOOK（年１回）
・委託調査（毎年テーマを選定して調査を実施し、報告

書として取りまとめたもの）
・その他知財等の調査資料

２．台湾情勢に関する維持会員報告会御出席
台北事務所長が台湾情勢について報告いたします。

３．台湾情勢セミナー御出席
台湾の経済産業界の方々を講師として年に数回開催いた
します。

４．貿易相談窓口のご利用
貿易投資アドバイザーによる相談窓口を設けております。
本制度に関するご照会、加入お申込みについては「公益
財団法人日本台湾交流協会　東京本部　総務部　庶務
室」までご連絡ください。

維持会費　１口につき年間12万円
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邱義仁・前台湾日本関係協会会長インタビュー ■

日本との関わりについて

―旭日重光章の受章おめでとうございます。知
日派として知られる邱前会長ですが、日本に対し
て関心を抱いたきっかけは何だったでしょうか。

邱前会長　幼少期の生活において、「日本」とい
う要素は私の身近に多く存在していました。私の
両親は日本統治時代に教育を受けていたため、両
親の間では日本語で会話することもあり、「父さ

ん」などの日本語の言葉をよく耳にしました。ま
た、父親は置き時計など日本統治時代に作られた
ものを多く所有していました。当時は、特段意識
することもありませんでしたが、今振り返ると、

「日本」という要素は私の日常生活の中に深く溶
け込んでいたように感じます。
　学校生活でも同様です。私が通った台南一中（国
立台南第一高級中学）は、日本統治時代の台南二
中（台南第二中学校）であり、一部の建物がその
まま校舎として使われていました。また、私が通っ

国立台湾大学歴史学研究所博士課程　寺山　学
　　（元日本台湾交流協会台北事務所総務室主任）

邱義仁・前台湾日本関係協会会長インタビュー

・インタビュー実施日　　 2023年６月９日及び14日 
・インタビュー実施場所 　日本台湾交流協会台北事務所

＜邱義仁前会長略歴＞
1950年、台南市生まれ。国立台湾大学哲学科卒業後、同大学院政治学研究
科を経て、シカゴ大学政治学修士。
1982年、党外雑誌『深耕』副社長就任。
1984年、党外雑誌『新潮流』の創刊に携わる。
1986年、民主進歩党（民進党）の結党に参加。結党後、党副秘書長就任。
1995年、民進党秘書長就任。
1999年、民進党駐米国代表就任。同年、陳水扁選挙指揮本部執行総幹事就任。
2000年、陳水扁政権発足後、行政院秘書長、国家安全会議秘書長、総統府
秘書長、行政院副院長などを歴任。退任後は、京都大学及び北海道大学にて
客員研究員を務める。
2016年、蔡英文政権発足後、台湾日本関係協会（前亜東関係協会）会長就任、
2022年５月退任（2018年から2022年までサッカー協会理事長を務める）。現在、総統府資政、陽明山
天籟大飯店董事長などを務める。

　今回は、令和５年春の外国人叙勲において旭日重光章を受章された、邱義仁前台湾日本関係協会会
長から、日本との関わり、日台関係についての考え、台湾政治に対する見方などについてお話を伺い
ました。

台湾魅力発信vol.８
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た当時は、日本統治時代に教職に就いた先生が現
役として働いていました。こうした先生は、戦後
になって「国語（中国語）」を学んだことから、
中国語の発音に難があり、授業中、何を言ってい
るのか理解できないこともありました。例えば、
ある物理の先生は授業中、「汽車が道路を走る（原
文：火車在路上跑）」と発言し、意味が分からなかっ
たのを覚えています。後に、先生が言いたかった
のは、「汽車（原文：火車）」ではなく「トラック

（原文：貨車）」であると知り、合点がいきました。
発音が間違っていたのです。それくらい、日本統
治時代からの先生は、言語の切り替えに苦労され
ていたことを記憶しています。
　日本に関心を持つようになったのは、米国留学
後のことです。米国留学を通じて知的な刺激を受
け、新たな知識を吸収したことで、これまでとは
違う視点から日本について興味を抱くようになり
ました。例えば、文化面で言えば、現代の中国語
に「割蓆（絶交するとの意味）」という言葉があ
るように、「草蓆（ござ）」は唐の時代には中国で
既に存在していましたが、それがその後、中国で
衰退したのとは対照的に、日本では独自の形で進
化を遂げました。両国の間で、何故そのような異
なる経緯を辿ったのか、関心を抱くようになりま
した。
　また、国民党政権への不満から、日本統治時代
の歴史について関心を持つようになりました。台
湾の反対運動は、台湾議会設置請願運動や農民運
動などに代表されるように、日本統治時代から組
織されてきましたが、国民党政権下での反対運動
同様、そうした運動が成功を収めることはありま
せんでした。勿論、二つの時代を通じて反対運動
を行った簡吉氏（日本統治時代に当局により何度
も検挙・投獄され、戦後当局によって銃殺された
社会運動家）の例から分かるとおり、統治者側の
対応には違いも確認できますが、反対運動として
失敗に終わっている点は共通しています。では、
何故台湾の反対運動は日本統治時代と戦後の国民
党政権時代の二つの時代を通じて一貫して失敗し
続けたのか。そのことに疑問を覚え、関連する歴
史について思考するようになったのです。

―日本語を学ぶきっかけは何だったでしょうか。

邱前会長　日本語との出会いは運命の巡り合わせ
だったと思います。米国から帰国後の1980年代
のことと記憶しますが、当時私のことを家族同様
に面倒見てくれた田秋堇氏（邱前会長と同じく台
湾大学哲学科を卒業し、民進党籍の立法委員など
を経て、現在監察委員を務める政治家）の両親と
深い関係があります。田秋堇氏の父親（田朝明氏）
は、日本統治時代に教育を受け、日本の医学部で
学び、後に台湾で医師となりました。私は、田朝
明氏との交流を通じて、国民党政権に対する同氏
の徹底的な抵抗意識に衝撃を受けるとともに、自
分自身の意識が未熟であることに気づかされまし
た。例えば、会話の中で、私が何気なく「光復後
は・・・」と発言した時には、「『光復』ではなく

『戦後』だ。占領されているのに何が『光復』だ。」
と指摘されたことや、「日本の『歯科』のことを
台湾で『牙科』と称するのは、国民党政権の野蛮
さの表れだ。」などと話されていたことを覚えて
います。このような田秋堇氏の両親とのやり取り
を通じて、私自身も日本語を学びたいと思うよう
になりました。そこで、ある日、田秋堇氏の母親

（田孟淑氏）に、日本語を教えて欲しいと懇願し、
私の日本語学習が始まったのです。ただ、お互い
になかなか時間を取ることができず、一度授業を
受けてから、次の授業までに期間が空くのが常で、
その都度一からやり直しました。そのため、「あ
いうえお」は前後５回も教わった記憶があります。

―会長在任中、日本語でスピーチをされること
もありました。

邱前会長　普段は中国語でスピーチをしていまし
たが、天皇誕生日レセプションは日本にとって「ナ
ショナル・デー」に当たる特別な行事であるため、
台湾側を代表して出席する者として、日本に敬意
を表したいと考え、日本語でスピーチすることを
決めました。二か月ほど準備に時間を費やし、最
初の一ヶ月で、日本語の先生と議論しながら内容
を確定し、残りの一ヶ月で発音などの練習を繰り
返しました。
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邱義仁・前台湾日本関係協会会長インタビュー ■

―日本映画にも関心を持たれていると伺いまし
た。

邱前会長　私は映画鑑賞が趣味であるため、日本
映画に対しても高い関心を持っています。日本映
画は、各世代に優れた監督や作品があると思いま
す。好きな作品は多々ありますが、例えば、小津
安二郎監督の映画には気に入った作品が多いで
す。父親と娘の関係を描いたものなど、感情の表
現がとても素晴らしいと思います。そのほか、特
に印象に残っている作品は小林正樹監督の『切腹』
です。また、哲学的なメッセージ性が強い是枝裕
和監督の作品、或いは黒澤明監督の作品も好きで
す。アニメ映画も同様で、宮崎駿監督の『ハウル
の動く城』を始め、日本には魅力的な作品が非常
に多いと感じます。

日台関係に対する見方

―会長在任中の日台関係については、どのよう
に評価されますか。

邱前会長　在任中、特に印象深かったのは、台日
間に存在する「信頼感」についてです。外交は双
方の利害関係に基づくのが一般的ですが、この「信
頼感」の存在が台日関係を他とは異なる特別な関
係にしていると感じました。「信頼感」によって、
お互いの利害が衝突する場面でも、何とか解決に
向けて双方が共に努力する状況が生まれ、また相
手の言動について、一方的な解釈が加えられる様
なことも起こりませんでした。例えば、福島県産
などの食品の問題について、なかなか解決に至ら
ない状況を前に、日本側には挫折感もあったかと
想像しますが、率直なやり取りを通じて、台湾側
に努力の意図があることは日本側にもご理解頂け
たのではないかと思います。

―特に印象深かった事柄や成果などはあります
か。

邱前会長　最も印象深いのは、やはり食品の問題
についてです。台湾内部でどのように問題を処理

すべきか、台湾側の困難について日本側にどう理
解してもらうかなど、この問題の処理は自分に
とって学習の過程でした。
　一定の成果が感じられた事柄としては、第三国
市場協力委員会の発足があります。これは双方の
経済・貿易関係の協力を大きく後押しし得るもの
で、まだまだ発展の途上ですが、プラットフォー
ムができたことは大きな意義があります。東南ア
ジアには、台湾人居留者（僑民）が多く居住して
おり、幅広い人脈の蓄積があります。一方、日本
は同地域で経済・貿易上の基盤を確立しています。
そのため、この地域における台日の協力には、大
きな可能性があると感じます。また、台湾の高速
鉄道は、新幹線技術の海外輸出の成功例であると
思いますが、過去の実績を通じて台湾側には運用
ノウハウが蓄積されており、日本側の技術と台湾
側の運用ノウハウを上手く組み合わせることで、
第三国における新幹線の運用コストの引き下げに
も繋げられるかと思います。
　同様に、海洋協力対話の立ち上げも一つの成果
です。これにより、様々な海洋の問題について、
双方は同プラットフォームを通じて問題の解決を
図ることが可能となりました。また、2022年の日
台経済パートナーシップ委員会（EPC）の再開も
重要な成果です。経済・貿易の面では、双方間に
は既に貿易経済会議の枠組がありますが、同会議
は扱う範囲が広く、また各部会での折衝を通じて
対処する手法が採られることから、双方が関心を
抱く経済・貿易の問題について、直接議論が交わ
される場であるEPCには特別な意義があります。
　文化交流の面では、既存の枠組に加え、新たに
若手研究者の間のプラットフォーム（日台若手研
究者共同研究事業）を立ち上げたことも重要な成
果です。最後に、安全保障の分野では、困難もあ
りましたが、少なくとも相互理解を深めることは
できたかと思います。

―陳水扁政権と蔡英文政権の二つの政権の時代
を比べて、日台関係においては如何なる変化を感
じましたか。

邱前会長　最大の違いは、蔡英文政権の時代は、
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日本側が安倍政権であったことです。率直に言っ
て、陳水扁政権は発足当初、対日関係について李
登輝政権ほど深い人脈や見識を持っていなかった
と思いますが、それでも陳水扁政権の時代に今に
繋がる多くの関係を構築することができたのは、
当時日本側で要職に就いていた安倍晋三氏のお陰
だと感じています。この点、蔡英文政権において
は、安倍氏が総理大臣の職にあったことから、そ
うした状況はより一層明らかでした。

―今後の日台関係における課題についてはどう
考えますか。如何なる分野の協力を強化していく
べきと考えますか。

邱前会長　最大の問題は、台日関係の位置付けの
問題にあると思います。日本側から見れば、台湾
は国ではなく、そのことによって双方の関係には
常にボトルネックが存在します。他方で、今日の
新たな国際情勢の下で、各国は対中政策の見直し
を行っており、それによって台湾の活動空間は以
前と比べて拡大していると感じます。この新たな
国際情勢において日本がどう対応するかについて
は、国際社会の中で日本がどのように自国を位置
付けるかという問題にも直結することから、注目
しています。
　中国による輸入停止措置が採られた後、多くの
日本人に台湾産パイナップルを購入して頂いた事
例などが示す様に、台日の友好関係は世界的に見
て特別な関係であると思います。ただ、私は、そ
れを維持するだけでは不十分であり、各分野で関
係を更に前進させていく必要があると考えます。
例えば、台湾のCPTPP加入問題は、短期的には
様々な困難も存在すると認識しますが、そうで
あっても出来るところから一つずつ前に進めてい
く必要があると考えています。

―日本の若い世代との交流を大変重視されてい
ますが、若い世代に期待することは何ですか。

邱前会長　双方の良好な感情を維持しつつ、より
多くの若者が実際に相手の社会に触れる機会を増
やしていくことが肝要だと思います。例えば、私が

実際に体験したことですが、訪日時、あるお店の店
員は、私が台湾人であると分かると特に親切に接し
てくれたことがありました。双方の民間にはこうし
た良好な関係が自然と醸成されており、若い世代が、
実際に相手の社会に触れることは、今後の台日関
係の発展にとって非常に重要なことだと思います。

―台湾サッカー協会理事長の立場からも、日台
の交流に取り組まれました。

邱前会長　台湾サッカーはまだまだ発展途上にあ
り、これまで日本から数多くの支援を受けてきま
した。現在、元日本代表を含む多数の日本人選手
が台湾のサッカーリーグで活躍しています。また、
台湾の代表チームでは、これまでに多くの日本人
監督が指揮を執っています。そのほか、日本サッ
カー協会からは、監督や審判の育成といった面で
も多くの支援を頂いています。注目される最近の
動向としては、これまでサッカー選手を志す台湾
の若者は、欧州に留学していましたが、ここ数年、
留学先として日本を選ぶ若者が急速に増えている
ことです。身近な例では、立法委員である劉世芳
氏の御子息は、高校時代に、日本のサッカー強豪
校に留学しています。このように、サッカー交流
の分野でも、台日の関係は益々深まっていると実
感しています。

―日本との間で幅広い人脈を構築されてきまし
たが、日本側と交流する上で心掛けてきたことな
どはありますか。

邱前会長　常に率直に接することを心掛けてきま
した。日本の友人と会うときは、外交辞令は出来
るだけ避けるようにしました。また、日本側であ
る問題について困難を抱えていることが明らかな
場合、そのことに対して台湾側の要求や立場を繰
り返し主張しても、問題の解決に繋がらないどこ
ろか、対話を続けることへの日本側の関心を失わ
せる結果となってしまいます。そのため、私は「そ
の困難を如何に解決するか、或いは如何にして幾
つかの段階に分けて解決を目指すか」との観点か
ら日本側との対話に取り組みました。
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邱義仁・前台湾日本関係協会会長インタビュー ■

政治との関係及び台湾政治に対する見方

―政治の世界に入るきっかけは何だったでしょ
うか。

邱前会長　大学時代に哲学を専攻した私が政治に
ついて学ぶようになったのは、1970年代の初め
に起きた「台湾大学哲学科事件」と関係がありま
す。この事件では、私が所属していた台湾大学哲
学科の教師や学生が、禁書とされた共産党系の本
を読んでいるとの理由で、政府の弾圧を受けまし
た。この事件によって、台湾の教育史上初めての
ことだと思いますが、同哲学科は新規学生の募集
停止処分を受けたのです。当時、学部卒業後はそ
のまま大学院に進みたいと考えていましたが、こ
の処分によって、哲学科の大学院進学への道が断
たれました。そこで、仕方なく政治学科の大学院
を受験したところ、運よく合格することができ、
それで政治について学ぶようになったのです。そ
れ以前は、私の関心の所在は専ら哲学にあり、政
治にはあまり関心を持っていませんでした。
　現実の政治との関わりは、自分でも思いもよら
ない形で始まりました。最初の関りは、（大学院
生時代に）陳菊氏（後に美麗島事件で懲役刑を受
けた後、高雄市長などを経て現監察院院長）に誘
われて参加した、1975年に行われた立法委員部
分改選選挙における郭雨新氏（台湾省議会などで
活躍した反体制派の政治家）の選挙活動の支援で
した。その後も、陳菊氏の誘いで、張俊宏氏（後
に美麗島事件で懲役刑を受けた後、民進党籍の立
法委員などを歴任）などの「党外（国民党以外の
政治勢力の集合体）」と呼ばれた政治家や元政治
犯の方から話を聞く機会がありました。この時の
元政治犯の方との交流において、私は強い衝撃を
受けました。と言うのも、その元政治犯の方は、
話を始めると「言葉だけでは（政府の弾圧の実態
について）信じられないだろう。」と言って、口
から入れ歯を外して私たちに見せたのです。悲惨
な弾圧の実態について直感的に理解しました。た
だ、こうした交流を通じて、国民党政権に対する
私の不満は高まりましたが、この時点では、政治
への関心はまだ好奇心のレベルにとどまっていま

した。
　その後、米国に留学し、政治学を学んだ後、台
湾に戻ってきた当初は、学者を志していました。
実際、中国文化大学の学科長であった盧修一氏（後
に民進党籍の立法委員などを歴任）の計らいで、
同大学にて（政治学科の）講師を担当することに
なりました。ただ、その後、盧修一氏が当局によっ
て拘束され、新たな学科長が就任すると、私の雇
用契約の延長が認められず、講師を続けられなく
なりました。このことがきっかけで、政治の世界
に入ることとなったのです。もしあの時、雇用契
約が延長されていたら、その後も大学で教えてい
たことだろうと思います。

―その後、党外運動や民進党の発足に関わるこ
とになりますが、当時どのような考えの下、反対
運動に参加していたのですか。

邱前会長　当時私は、反対運動は最終的に悲惨な
結果に行き着くだろうと覚悟していました。おそ
らく成功することはないが、それでもやらねばな
らないとの考えです。先ほどお話したとおり、台
湾の反対運動は日本統治時代に端を発しています
が、過去の歴史においては、（反対運動が）一定
の勢力に達すると当局の弾圧を受け運動の気運が
低迷し、一定の期間を経て勢力が回復するとまた
当局の弾圧を受け再び運動の気運が低迷する、と
いう図式の繰り返しでした。この図式が、台湾に
おける反対運動の宿命だったのです。では、過去
の反対運動では、何故当局による弾圧後、運動の
気運は低迷してしまったのか。私は、その原因は
確固とした理念を持つ者同士で結束していなかっ
た点にあると考えました。強い理念を持つ者が結
束して行動すれば、仮に最初の勢力が当局の弾圧
によって倒れても、第２波、第３波と絶えること
なく運動は続いていくはずです。立て続けに反対
運動が起これば、社会においても政府の問題点に
ついて意識するようになり、また統治者側の弾圧
のコストの面から見ても、支払うべきコストは大
きくなります。独裁統治の下では、当局の弾圧か
ら逃れて反対運動を展開することなど単なる幻想
に過ぎず、それは「偽り」です。弾圧を回避する
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ことなど不可能であり、統治者が考慮するのは、
どのタイミングで弾圧を行うかという点だけなの
です。

―2000年には陳水扁政権が発足しますが、台
湾政治史における陳水扁政権の意義についてはど
う考えますか。

邱前会長　政権交代を現実のものとした点に大き
な意義があります。民主政治に関する教科書には、
民主政治において政権交代は起こり得るものと書
いてありますが、現実の台湾政治において、それ
は数十年もの間、起こり得ないことだったのです。
政権交代を単なる観念ではなく現実のものへと変
化させた点に、陳水扁政権が台湾政治にもたらし
た衝撃がありました。この政権交代を契機に、台
湾において政権交代は起こり得るものとなったの
です。その意味で、最も基本的な民主主義の概念
を現実化させたことが、陳水扁政権の最大のレガ
シーなのだと私は考えます。

―2016年には再度民進党政権が発足しました
が、蔡英文政権の意義についてはどう考えますか。

邱前会長　蔡英文政権のレガシーは、「改革」と
いう二文字で表すことができると思います。陳水
扁政権の下では、立法院で与党民進党が少数政党
であったため、改革には常に困難が伴いました。
この点、蔡英文政権では、立法院で民進党が過半
数を握る「完全執政」を達成し、かつて国民党政
権が築いてきた「党国体制」の打破など、実際の
改革が可能となりました。具体的には、移行期正

義、国民党の不当党資産処理、エネルギー構造の
変革、社会福祉政策に関する改革、年金改革、同
性婚の合法化、国防上の改革、そして「『５＋２』
産業発展計画」や新南向政策をはじめとする産業
構造の改革などが挙げられます。勿論、改革を進
める過程では社会の大きな反発にも直面し、例え
ば、年金改革の断行は、2018年の地方選挙にお
ける民進党大敗の一因にもなりました。改革は未
だ完了しておらず、まだまだ不十分な状況ですが、
それでも蔡英文政権がその第一歩を踏み出したこ
とは大変画期的なことだったと考えます。

―今後の改革の方向性についてはどのように考
えますか。

邱前会長　年金改革について言えば、軍、公務員
及び教職員の改革は断行しましたが、それ以外の
職種の改革は未完成です。また、高齢者に対する
長期介護政策を進めてきましたが、子どもや若年
層に対する福祉政策は未完成です。国防面の改革
では、情報戦の重要性が意識されるようになり、

「第四軍種（サイバー等）」の整備が進められると
ともに、兵役の期間を一年間に延長する改革を実
行しましたが、それだけでは不十分です。延長さ
れた兵役の中身を詰めなければ意味がありませ
ん。産業構造の改革では、新南向政策を継続する
とともに、半導体産業に過度に依存する現在の産
業構造を変えていかなければなりません。そのた
めには、新たな経済発展の原動力（「護国神山」）
を見つけ出す必要があります。将来の総統は、引
き続きこうした改革を推し進めていかなければな
りません。
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有力政党の総統候補が内定、鄭文燦行政副院長の訪日（2023年４月中旬－2023年６月下旬） ■

【要旨】
　有力政党の次期総統候補が内定した。民進党の頼清徳副総統、民衆党の柯文哲前台北市長に続き、国
民党は水面下での激しい攻防の結果、侯友宜新北市長が著名企業家の郭台銘氏を退け公認候補に指名さ
れた。なお、郭氏は７月上旬時点、総統選出馬を模索しており、国民党は苦慮している。鄭文燦行政院
副院長が訪日し、政党関係者、企業関係者などと意見交換を行った。

１．総統選挙に向けた動き

　有力三党の総統候補が事実上決定し、来年１月
の総統選挙に向けた戦いが始まった。以下、各党
の動向を時系列的に整理する。

（１）民進党の動向

　民進党中央は４月12日に頼清徳副総統兼主席
を次期総統候補に指名した。頼候補は、記者会見
で、国際世論も注目する独立問題に関して、「統
一独立問題は存在しない、民主こそが重要である」
と述べた。
　その後、頼候補は副総統の公務として地方視察
の合間を縫って台湾各地で自身の後援会となる組
織の「信頼台湾友之会」成立記念大会に出席して
いるが、民進党が従来から得意としてきたメディ
ア戦（空戦）だけでなく、組織戦（陸戦）が起動
することになった。
　５月５日、頼候補の選挙対策事務所は民進党中
央が入居しているMRT善導寺駅近くの雑居ビル
に隣接したビルになると発表した。同場所は、蔡
英文総統が2016年、2020年の選挙においても利
用した同じ建物である。
　地方視察や選挙活動の際に、頼氏からは両岸関
係の主張などが述べられ、台湾各紙の紙面を賑わ

すが、現段階では副総統という立場もあり、蔡英
文路線の支持と継承が中心であり、独自の主張は
目立っていない。「反共だが反中国ではない」、「台
湾を護り、台湾の民主、平和、繁栄の促進」など
を強調し、国民党が主張する「92年コンセンサ
スの存在を認め、中国との対話再開を推進すべき」
という主張に対しては、「自ら主権を放棄しての
対話からは、本当の平和は実現できない」として
受け入れない姿勢を前面に押し出している。一方
で、深緑とされる急進独立派からは、選択の余地
は限られているとはいえ、頼氏の中間派寄りの現
状維持路線に対して不満が存在しており、緑陣営
全体の団結に若干の憂慮があるとの見方は存在し
ている。実際、総統選挙では頼候補に投票するが、
立法委員選挙の比例区票には、他政党に投票する
者がいるとの調査がでている。
　５月20日、蔡総統は総統就任７周年の記者会
見を開催し、民生問題について、民進党が長年主
張してきた原発廃止の推進により、経済界を中心
に憂慮される電力不足に陥らないのかという疑義
に対し、「エコエネルギーなど新時代のエネルギー
の活用も踏まえ、電力不足にはならない」と強調
した。社会政策に関しては、当初大規模な建設を
提起し目玉の政策ともされた廉価に利用できる社
会住宅建設が目標を大きく下回ったことに対し、

「同政策は長期にわたる取り組みが必要であり、

有力政党の総統候補が内定、
鄭文燦行政院副院長の訪日
（2023年４月中旬－2023年６月下旬）

　石原　忠浩
（台湾・政治大学日本研究プログラム助理教授、国際関係研究センター助理研究員）

（元（財）交流協会台北事務所専門調査員）
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今後も長期にわたり継続する必要がある」と説明
した。また台湾でも３－４月にかけて深刻な食用
の卵不足に陥ったことに対し「日常生活に不便を
もたらした」と謝罪した。両岸国際情勢に関して
は、「平和こそが唯一の選択であり、選挙のため
に恐怖を煽るべきではない」と国民党陣営が主張
している「民進党に投票することは戦争に投票す
ること」の言説を批判した。蔡総統の記者会見で
の発言に対して、国民党は蔡総統は、言行不一致
であり、両岸関係に関しては「民進党こそ両岸の
紛争を創り出している」と批判するところがあっ
た。
　頼候補は、与党の次期総統候補として、政策面
でも有権者の関心のある具体的な議題につき「提
案」をしている。６月20日、台中の朝陽科技大
学のイベントに出席した際のあいさつで、私立大
学と国公立大学の年間の学費の平均差が５万元

（約22万５千円）あるとの統計に鑑み、私立大学
の学費の５割以上を政府が負担し、格差を是正す
ると表明した。頼副総統は、同日午後に自身のフェ
イスブックで、同政策はすでに蔡総統、陳健仁行
政院長と議論を重ねていると指摘した。教育部も
150億元規模の予算を計上し、早ければ来年から
実施すると公表した。野党は、政策的ばら撒きで
あると批判した。
　さらに翌日、陳院長は、高等学校の学費を来年
度から実質無償とする政策を発表した。この矢継
ぎ早に提出された高校大学生など青年層に有利と
なる政策に対して、侯市長陣営は国家が頼氏の選
挙を支援していると批判した。
　後述するように、６月には台湾版Me Too（セ
クハラ事案）が民進党を襲い、民進党は一定の打
撃を被り、頼氏の支持率が伸び悩む中、柯文哲氏
の支持率が侯市長を追い抜いたことで、選挙戦略
も「打侯冷柯」（侯を叩き、柯は無視）から「侯
柯兼攻」（侯柯双方を同時に攻める）に修正しつ
つあるとの見方が出てきている。

（２）�国民党　侯友宜市長が総統公認候補
の指名を受ける

　４月に入ると朱立倫国民党主席を中心とした党

中央関係者から、総統候補の指名は、党内独自に
実施する世論調査に基づき５月中にも総統候補を
決定するとの発言が散見され、同時に有力候補で
ある侯郭両名の同意を得ていると説明された。
　国民党は４年前の総統選挙の党内予選で、有力
者による候補が乱立し、党内亀裂が深まり、その
傷が癒えぬまま選挙戦に突入し、逆転負けを喫し
た苦い教訓から、今回は党内闘争を引き起こす党
内予備選は実施せず、党が独自に実施する世論調
査で決定することになった。
　その一方で、党内予備選が無いからといって、
総統選出馬を狙う有力者は、何もせず運を天に任
せていたわけではない。侯郭両氏は自身の支持を
拡大するべく、活発な活動を展開することとなり、
４月から５月にかけての台湾政治は国民党の総統
候補公認争いが焦点となった。
　侯市長は、地方自治体の首長という殻を打ち破
るべく、都市交流や自治体視察の名目で頻繁に他
県市で活動を展開した。一方、郭氏は資金力にモ
ノを言わせ、独自に地方行脚を行った。
　４月15日、侯市長は出身地である嘉義県の高
校の創立記念式典に出席した際に、中華民国を防
衛すると強調し、「現状維持」の立場を主張し、
中国との緊張が避けがたい独立派の民進党との差
異を強調した。
　郭氏は３月末から10日間ほど訪米し、帰国後
に記者会見を行い、国民党の総統候補公認を目指
すと宣言した。さらに４月中旬には日本を訪問し、
帰国後の18日に記者会見を行い、日本では麻生
元総理、甘利元経産相ら自民党首脳と会談し、台
日経済協力や地域の平和と安定の維持について意
見交換を行ったと説明した。また自分が総統候補
に選出されたら具体的な政見を発表し、30日間
あれば、台湾に新たな道筋を示せると候補指名獲
得に自信を示した。
　侯市長は４月19日から４日間の日程でシンガ
ポールを訪問した。外遊の目的はコロナ後の経済
文化発展、科学技術、青年起業、人材育成などの
領域で各界との意見交換、交流を深める事と説明
した。注目のシンガポール高官との会見について
は、ローキーな対応であったが、副総理、閣僚級
関係者との会談が行われた。22日の帰国後の記
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者会見では実務的な交流で成果が多くあり、国際
社会が中華民国の存在を正視するようにしたいと
の意欲を示し、総統候補問題に関しては、あらゆ
る挑戦を恐れないとして指名に自信を示した。
　国民党内で早期の候補選出を望むのは有力候補
だけでなく、誰が総統候補になるのかで自身の選
挙情勢に多大な影響を被ることになる立法委員候
補、基層支持者からの陳情を受ける地方議員の
面々である。４月25日、新北市議会の国民党議
員団は、侯市長の総統選出馬を早期に促すため、
市議会における施政報告と議員による総括質疑の
日程を従来の６月５日から４月27日に前倒しに
する提案を採択した。同提案により、侯市長の議
会における公務は５月15日に終了することにな
り、同中旬に党中央から総統候補の指名を受け、
予定より１か月以上も前に総統選挙に投入するこ
とが可能になる。民進党の新北市議員団は、国民
党議員団の動きは侯市長の市政を軽視する姿勢で
あり政治史における最大の恥辱だと批判した。右
批判については、侯市長は議会の決定を尊重する
として、批判を退けた。
　５月３日、朱主席は、今月中に国民党は最強の
総統候補を選出する予定であるが、自分の名前は
候補のリストには入らないと、自身は総統候補で
はない事を強調した。
　５月８日以降、新北市議会で侯市長は民進党議
員団の質問を受けたが、その内容は新北市政の内
容よりも「総統候補」に対する国政議題が中心と
なった。５月８日から９日の質疑では、中国に対
する態度などの質問に対し、「台湾独立に反対」、

「中国が主張する一国両制度に反対」、民進党が利
用する「イデオロギーやアイデンティティによる
国家団結を分裂させることへの反対」を強調した。
総統選への出馬に関しては、「中華民国が実効支
配する台湾・澎湖・金門・馬祖を守るためであり、
中華民国憲法と関連法令に従って両岸関係を推進
していく」等、妥当な応答で乗り切ることとなっ
た。
　侯市長が議会に縛られている間、郭氏は独自の
活動を行い、５月１日には高雄で企業関係者との
会合に出席し、同市にある半屏山に「小型の原発
を建設すれば電力問題の不安はなくなる」と発言

し、即日高雄市選出の民進党立法委員から、「国
家公園内に原発建設など馬鹿げている」と批判さ
れるなど、同発言に対し疑義を呈された。
　５月７日以降、郭陣営は高雄、屏東、台中、新
北の４市で事実上の選挙活動を実施し、支持者へ
最後のアピールを行った。当該四県市での活動は、
地元議会関係者など有力者の協力を得て数千人規
模の動員をかけた活動となった。他にも、澎湖島、
金門島といった離島にまで足を延ばし、支持を訴
えた。13日の金門での活動は、独自の和平宣言
の公表、「一中各表」（一つの中国を両岸が各自に
表述）を基礎に中華民国の立場を安定させ中国と
交渉すると強調したほか、中国の台湾への軍事的
圧力は、台湾住民に向けたものではなく、民進党
の挑発的言動に向けたものであると主張した。翌
14日には４年前に公認争いを演じた韓前高雄市
長と会見し、郭氏は４年前の自分の行為を陳謝す
るなど、党内の韓氏支持者などに配慮を見せた。
　５月17日、台湾各紙は国民党は本日開催予定
の中央常務委員会で侯市長が総統候補に選出され
る見通しだと報じ、郭氏を支持する勢力は朱主席
を代表とする党中央に対し選出過程に不満を持っ
ていると報じた。また、郭氏は同日予定していた
自身の支持者との会食を急遽キャンセルしたとも
報じられた。聯合報は、公認候補が決まったこと
で、国民党内の団結を求める重責は朱主席から侯
氏の手に移ったと論じた。
　翌18日、事前に報道されたように国民党は中
央常務委員会を開催し、総統候補に侯市長を指名
した。党内で実施した世論調査は、党内候補比較、
政党対決、柯文哲氏も含めた三人対決のいずれの
調査でも侯市長の支持が郭氏を上回る結果になっ
た（表１）。
　また国民党の広報部門は、侯郭両候補の支持に
ついて県市長（侯氏除く13名）、立法委員57人か
ら聞き取り調査を行った結果も発表した。県市長
は侯支持が10名、郭支持が１名、党中央の決定
を支持が２名。立法委員は、侯支持が22名、郭
支持が13名、党中央の決定を支持が22名で、い
ずれも侯氏の支持が優勢だったと説明した。
　侯氏は党中央の指名を受けて、「勝利、団結、
希望、光栄」などの言葉で出馬への決意を表明し
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た。朱主席からは、郭氏の一連の党への提言、事
実上の予備選挙の期間中に示した政策的主張や態
度に対して感謝を述べた。郭氏本人は党中央が公
認候補決定の正式発表１時間前に自身のフェイス
ブックで侯氏への祝福と支持を表明したが、党中
央には現れなかったことから、党中央と郭氏陣営
との関係修復が緊急の課題であると指摘された。
　現職新北市長である侯氏は９月までは新北市長
の職務を遂行し、平日の夜と週末の公務以外の時
間を利用して選挙活動に臨み、規定に基づき秋以
降に休暇届けを出し、代理市長を擁立し、総統選
挙に投入する予定である。
　民衆党の柯文哲主席は侯氏の候補選出を祝福し
たが、予備選で敗退した郭氏との関係については、
開放的な態度で臨むとして将来的な協力関係を否
定せず憶測を広げた。民進党は侯氏が市政を投げ
出しての総統選挙出馬になることを批判し、新北
市長を辞職し新北市民に謝罪してから総統選に出
馬することを促した。
　５月20日、国民党は党中央で宣誓式と侯候補
による演説が行われた。蒋萬安台北市長ら国民党
執政の県市長13名全員が集まり侯市長支持を表
明するなど団結した国民党の雰囲気を醸し出し
た。
　その後、選挙事務に向けた動きも加速し、６月
28日に選挙対策事務所の執行長に馬英九前総統
の側近中の側近とされた金溥聰元国家安全会議秘
書長が就任した。他にも選対事務関係者には馬政
権で要職を務めた馬氏に近い関係者の名前が複数
散見されたのが注目を集めた。また朱馬両名は名
誉職的な選挙対策事務所の栄誉主任委員に任命さ
れ党内大団結を打ち出した。
　半年後の総統選挙に向けた国民党の課題は４年
前と同様に事実上の予備選で疲弊した党内対立を
修復し、団結できるか否かという点にある。後述

するように、侯市長の指名獲得後に台湾メディア
が実施した世論調査では、侯氏へのご祝儀相場は
無く、６月中旬に行われた調査では、頼清徳、柯
文哲の後塵を拝し、支持率は３位に低迷し党内で
は動揺が広がっている。
　2016年１月の総統選挙では、当初国民党公認
候補に選出された洪秀柱候補が支持率の低迷か
ら、党内クーデターともいえる選挙３か月前の
2015年10月に当時新北市長と党主席を兼務して
いた朱立倫に交代する前代未聞の事件が起きた。
結局、2016年の総統選挙で国民党を惨敗を喫し
たが、次期選挙で党内では侯候補の支持が低迷す
れば、立法委員選挙でも、民進党に第一党の座を
奪われかねないという危機感が広まり、「候おろ
し」の声が高まる可能性がある。実際、７年前に
総統候補のポストを引きずり降ろされた洪元主席
は６月23日に「７年前の過ちを繰り返してはい
けない」と党内にくすぶる候補者交代の動きをた
しなめたと報じられた。
　鍵となるのは、間違いなく郭台銘の動向である。
郭氏は予備選敗北直後は沈黙を守っていたが、６
月に入ると再び積極的な活動を行い、その言動が
紙面を賑わしている。６月10日、郭氏は桃園市
でのイベントに参加した際に、現地の関係者と非
公開の懇談の席で５月に金門で自身の平和宣言構
想を発表した時に民衆党の柯主席と会った際に

「自分は４年間だけやって、辞める」、「４年間の
主要な任務は両岸平和宣言の調印である」と話し
た旨報じられた。この発言は、郭氏が未だに総統
選出馬を放棄せず、柯氏との協力も可能性として
残されていることを示唆するものとして衝撃を与
えた。６月末になると、侯候補の支持率が低迷し
ていることもあり、郭氏は７月に開催予定の国民
党全国代表大会での動きを留意しつつも、「民衆
党を党ごと買い取るのではないか」、「無所属候補

表１　国民党候補の支持率調査
党内比較 政党対決 三人対決
侯友宜 40.77 侯友宜 36.7％ 郭台銘 36.9％ 侯友宜 25.43％ 郭台銘 25.57％
郭台銘 31.77 頼清徳 34.27％ 頼清徳 35.63％ 柯文哲 25.27％ 柯文哲 23.97％

－ － － 頼清徳 30.4％ 頼清徳 31.2％
侯 +9％ 侯 +2.43％ 郭 +1.27％ 侯－ 4.97％ 郭－ 5.63％

資料元： 国民党、國民黨：依三項標準決定徵召人選 事先即已和侯郭雙方充分溝通、2023年５月17日、
　　　　http://www.kmt.org.tw/2023/05/blog－post_38.html
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としての総統選出馬を模索している」との憶測が
報道されており、混沌としている。

（３）民衆党の動向

　非民進党勢力の結集を呼び掛けている民衆党の
柯文哲主席は、二大政党の不祥事や混乱もあり、
６月中旬の各種世論調査では頼氏と１位争いを展
開している。
　柯氏は４月に約３週間という長い時間をかけて
米国を訪問し、米側関係者、華人組織との交流、
意見交換などの日程をこなした。
　５月20日、柯主席は新北市淡水で総統選挙の
出馬表明を行った。同演説では、過去数年の間、
台湾社会は闘争により分裂し、米中両大国に挟ま
れ翻弄されるなど、外国メディアからは「世界で
最も危険な場所」だと評されるようになったが、
私は皆とともに「社会和諧、政党和解、両岸平和」
の新台湾を創っていきたい、国内では「連合政府、
台湾団結」を、対外的には「台湾自主、両岸平和」
を主張し、台湾の現状を変えていきたいとの主張
がなされた。
　６月上旬、柯主席は「2024年総統選挙出馬者」
の身分で訪日した。日本では国会、政党、行政機
関、シンクタンク、台湾人含む企業関係者、留学
生などと意見交換し、自ら学ぶとともに日本社会
が台湾の現状をさらに深める機会にしたいと語っ
た。訪日期間中には、麻生元総理、野田元総理な
どと会見したほか、早稲田大学で講演も行った。

（４）社会事件と選挙

　有力三政党の候補が出そろった６月に入ると、
「社会事件」が民進党と国民党にダメージを与え
対応に追われることになった。
　６月１日、 民進党の前女性職員が昨年９月の統
一地方選挙期間中に党と協力関係にあった業者の
関係者からセクハラを受け、当時の上司に訴えた
が当該上司からは冷淡な仕打ちを受けたとの告発
があり、党内で調査を行ったところ、当時の党婦
人部主任で現副秘書長の許嘉恬が適当な対応を
怠ったとして引責辞任することとなった。

　２日の台湾各紙は、４月末からネットフリック
スで配信されヒット中だった台湾政治を題材にし
た ド ラ マ「 人 選 之 人 — 造 浪 者 」（ 日 本 語 名、
WAVE MAKERS〜選挙の人々〜）の中で党員
同士で起きたセクハラ問題を上司にあたる人物が
内部でもみ消そうとした酷似したシーンがあった
ことから、「人選之人ドラマの真実版か！」など
と報じられた。（同ドラマの内容、登場人物たち
の軽妙な会話や人間関係の在り方は、台湾政治や
社会の一面をかなりリアルに体現しており、筆者
も自信を持って視聴を推薦できる連続ドラマであ
る。）
　台湾版Me Too事件ともされた嵐は、更に広
がった。許立明党秘書長は、６月２日の記者会見
で2018年以降、党の女性職員が党員、関係業者、
コメンテーターなどからセクハラ被害を受けたと
４件の訴えがあり、いずれも当時の上司は的確な
処理をしなかったとして謝罪することとなった。
その後、セクハラを巡る問題は、政治関係者だけ
でなく、マスコミや芸能界にも拡大し６月下旬現
在未だに収拾していない。
　政治関係者に限定して紹介すると民進党関係者
では顔志発総統府資政が蔡総統の後援会「小英友
之会」の幹部を務めていた当時の職員からセクハ
ラの告発を受け、紆余曲折を経て同資政を辞任し
た。直接の加害者ではないが、管理者責任をとら
された例として、ひまわり運動を指導した当時の
学生リーダーであった林飛帆氏が党副秘書長時代
に党員のセクハラ事案の告発に対して適切な処理
を怠ったとして、台北市から出馬予定だった次期
立法委員選挙への公認候補を辞退した。
　頼主席は党中央の職員に対し、他にも同様の事
案がないか調査を行うよう命じるとともに、党員
は専門家によるジェンダー問題の講座を受講し、
正しいジェンダー問題への認識を深めるよう指示
を出した。
　６月16日、民進党は、党関係者４名がセクハ
ラ事案に関係していたとして処分を公表した。セ
クハラ案件は今後も不定期に提起される可能性が
あり、党へのダメージが予測されるが、国民党報
道官も党内でセクハラに関する告発が５－６件で
ており、調査中と公表しているなど他政党にとっ
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ても対岸の火事ではないのかもしれない。
　台湾民意基金会が６月20日に公表した世論調
査では、民進党のセクハラ事案に対する対応につ
いての調査を行っており、頼主席のセクハラ事件
に対する対応については満足34.5％が不満の
30.7％を若干上回り、民進党が行った迅速な処
理は一定の評価を得ることとなった。
　もう一つの社会事件は、幼稚園児が保育士など
から、定期的に睡眠薬などを飲まされていた事案
の発覚である。
　６月８日、台湾各紙は新北市板橋区の幼稚園で
保育士が言う事を聞かない複数児童に睡眠薬を飲
ませていたとする事案が発覚した。被害児童は薬
物依存症のような症状が起きたことに疑問に思っ
た保護者が医療機関で検査した結果、服用させた
覚えのない成分の入った薬を接種していたことで
明らかになった。保護者17名は幼稚園を告訴し、
新北市教育局は当該幼稚園の運営資格を剥奪する
ことを発表したが、民進党は侯市長は総統選挙の
ため台湾中を行脚して市政を疎かにしていると厳
しい批判を加えた。その後、台湾では各地の幼保
などで類似の告発があり、児童の毛髪などを検査
しており、真相究明中である。いずれにしろ、新
北市で起きた事案では、侯市長が毎日のように他
県市で「選挙活動」を行っていたのがタイミング
的にも悪かった。
　台湾の公職選挙法は、現職の立法委員や県市長
が他の公職選挙に出馬する際に現職を辞任する必
要がなく、公職に就きながら他の選挙に出馬でき
ることから「帯職参選」と呼ばれる。制度上、公
職身分を有しながら、選挙活動もできる利点があ
る一方で、本来業務の施政を疎かにしていると有
権者に感じられると強い批判を受けることにな
る。国民党は、2016年の朱立倫、2020年の韓国

瑜は新北市長、高雄市長の身分で「帯職参選」で
臨んだが、選挙期間中常に批判を受けたのは記憶
に新しい。
　実際、侯市長は総統候補に決定した後に同事件
が起きたこともあり、支持率が急落しているのが
明らかになった。上述の民意基金会が実施した世
論調査では、侯市長の同事件の処理の態度に関し
ては「不満」の56.7％が「満足」の21.2％を大
きく上回った。

（５）総統選挙に関する世論調査

　台湾の世論調査は、誘導的、政治的な意図を持っ
て行われるものも多く、参考にする程度がよいと
は言われて久しいが、その時々の政治の勢いや潮
流を示しており、一定の参考価値はあるというこ
とをふまえつつ、５－６月の台湾の政治状況を感
じてもらいたい。本文では、シンクタンク「台湾
民意基金会」と大手有線TVの「TVBS民意調査
センター」の調査結果を整理した。（表２、表３）
　有力三候補の５－６月にかけての支持率調査の
結果は、一定の共通点が見られる。最大の特徴は、
国民党の侯候補の支持率急落である。台湾民意基
金会、TVBS調査のいずれも約７％急落している。
次に指摘できるのは、第三候補の柯候補が明らか
な上昇（4.3％から10％と幅はある）を記録し、
頼候補と１位争いをするようになっている。最後
に、頼候補は民進党がセクハラ事案で動揺したが、
支持は安定し微増している。
　侯氏の支持率急落の背景には、郭氏との予備選
後の党内分裂状況が修復されていない事に加え、
新北市幼稚園事案により、有権者が侯市長は新北
市長の仕事を疎かにして選挙運動に従事していた
という印象を持ったことなどが挙げられる。柯氏

表２　台湾民意基金会の次期総統候補支持率調査
候　補 ５月８－９日 ６月 12 － 13 日
頼清徳 35.8％ 36.5％（+0.7%）
侯友宜 27.6％ 20.4％（－ 7.2%）
柯文哲 25.1％ 29.4％（+4.3%）

資料元：台湾民意基金会、政黨競爭、總統聲望與2024台灣總統大選、（2023年６月20日）
　　　　 https://www.tpof.org/%e5%9c%96%e8%a1%a8%e5%88%86%e6%9e%90/%e6%94%bf%e

9%bb%a8%e7%ab%b6%e7%88%ad%e3%80%81%e7%b8%bd%e7%b5%b1%e8%81%b2%e
6%9c%9b%e8%88%872024%e5%8f%b0%e7%81%a3%e7%b8%bd%e7%b5%b1%e5%a4%a
7%e9%81%b8%ef%bc%882023%e5%b9%b46%e6%9c%8820%e6%97%a5%ef%bc%89/
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有力政党の総統候補が内定、鄭文燦行政副院長の訪日（2023年４月中旬－2023年６月下旬） ■

の支持率上昇は、従来の岩盤支持に加え、民進党
はセクハラ事案への対応、国民党も内紛含みの様
相を露呈したことで、有権者の第三の選択として
の期待が高まったことが指摘される。

２．両岸関係

　両岸の軍事的緊張は、４月の蔡総統の訪米後に
台湾周辺で演習を行うなど継続しているが、中国
による台湾への交流姿勢は徐々に強化されてい
る。４月10日に中国軍による台湾周辺の演習が
終了を宣言し、台湾国防部はこの間、中国の殲
15型戦闘機を含む軍用機が54回も台湾海峡の中
間線を越えて飛行する事案があったと報告した。
　一方で、中国共産党中央常務委員序列４位で全
国政治協商会議主席、中共中央対台湾工作領導小
組の副組長（組長は習近平）を務める王滬寧氏が
台湾関係者と頻繁に会見する姿が台湾で報じられ
ている。中国の台湾周辺の軍事演習が終了した当
日には、台湾における企業団体「兩岸企業家峰會」
の劉兆玄理事長と会談し、台湾企業の両岸経済関
係における積極的な役割を期待する発言がなされ
た。劉理事長は、馬政権で行政院長を務めるなど
産業文化界では重鎮的な存在である。
　５月９－10日、北京で対台湾工作会議が開催
され、王政協主席が挨拶をしたが、そこでは、台
湾独立と外部勢力への反対を強調しつつ、「一つ
の中国原則」と「92年コンセンサス」を堅持し、
両岸は同じ家族（両岸一家親）の理念による両岸
の平和発展を推進するとし、次第に両岸交流を回
復させていくとコロナ後の交流拡大の意志を強調
した。
　６月５日、王主席は台湾における急進統一派政
党「新党」代表団と会見し、ここでも「92年コ
ンセンサス」を堅持し台湾海峡の安定を維持する

との発言があった。
  ６月16日から、福建省アモイを中心に両岸民間
交流のプラットフォームである第15回「海峡
フォーラム」（海峡論壇）が開幕した。同フォー
ラムは、胡錦濤政権下の2009年に初めて開催さ
れ現在に至っている。
　国民党は、今年の論壇に夏立言副主席率いる代
表団が出席したが、王主席と会談した際に、中国
が福建省に「両岸融合師範区」を設置し、両岸経
済交流を深化融合させる意志を明確にするなど新
政策を提起した。
　同論壇は「民間交流」を謳っているが、実際に
は中国共産党、福建省政府など政府主導の交流で
あり、民進党政権は一貫して「統一戦線工作」の
プラットフォームであり、健全で秩序ある交流に
は無益であるとして、政党関係者が出席すること
には反対している。今回の論壇に対しても大陸委
員会は、中国が実施している統一戦線工作は、台
湾民意の期待に応えるものではなく、台湾の存在
を矮小化していると指摘し、台湾に対する軍事的
な恫喝を止めるよう呼びかけている。
　６月20日、中国政府は２年前に衛生面の問題
から輸入を停止していた果物の釈迦頭の輸入を再
開すると表明した。同措置に対し、国民党は両岸
交流の重要性が証明されたと強調したほか、産地
の台東県政府もこの間、害虫駆除や包装方法など
改善してきた成果であった説明した。農民からは、
文旦、檸檬などの輸出が再開されることへの期待
が表明されている。
　この中国の一連の動きから観察されるのは、コ
ロナ後の両岸の人的交流の拡大を推進するという
基本姿勢を確立する中で、交流原則として台湾独
立活動への反対と一つの中国原則を含む「92年
コンセンサス」の堅持を掲げ、前提条件を受け入
れる台湾関係者には便宜を与え、両岸関係の融合

表３　TVBSの次期総統候補支持率調査
候　補 ５月 17 － 18 日 ６月 14 － 16 日
頼清徳 27％ 30％（+3%）
侯友宜 30％ 23％（－ 7%）
柯文哲 23％ 33％（+10%）

資料元：TVBS民意調査中心、訪問主題：選前７個月，2024總統大選支持度調査、
　　　　 https://cc.tvbs.com.tw/portal/file/poll_center/2023/20230619/ffa03d95ea51843cc418

9b6c1339090b.pdf
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を促進し、平和統一に有利な環境を醸成しようと
いう狙いである。今後も、台湾政府との交渉を回
避しつつ、中国が一方的に実施できる台湾への措
置、観光客の台湾訪問再開放、上述の農産物の輸
入再開などの政策を通じて、民進党政権への圧力
を継続する事が予想される。
　

３．日台関係

　５月上旬のゴールデンウイーク期間中に日本の
国会議員訪問団が相次いだ。外交部のホームペー
ジによると自民党青年局、山東章子前参議院議長
一行、熊本県国会議員一行、奥野信亮議員一行が
来台し、蔡総統、頼副総統、呉外交部長ら要人と
会談した。
  ６月末、鄭文燦行政院副院長が４日間の日程で
訪日した。行政院副院長の訪日は、李登輝政権時
代の1994年秋の広島アジア大会に出席した徐立
徳副院長以来29年ぶりとなった。当時実務外交
を推進していた李政権は、閣僚が公的な身分に拘
らず東南アジア諸国などを訪問していた。1994
年の広島アジア大会にもアジアオリンピック評議
会から李氏が参加国・地域の一員とした招待を受
け訪日を計画し、台日外交の突破になるか期待さ
れたが、中国の強硬な反対に遭い、李氏の訪日は
頓挫したが、李氏の代理として徐副院長が出席す
ることになった経緯がある。
　鄭副院長は、訪日から帰国後のメディアの取材
に対し、今訪問は主に台日産業間の橋渡しを目的
としカップリングの概念を用い、日本の研究、技
術、素材の優位性と台湾の製造管理、イノベーショ

ン研究などの優位性を組み合わせ、産業交流を促
進したいと考えていると述べた。また、台日には、
半導体、再生可能エネルギー、５Ｇ、AIなどの
分野での協力の機会があるほか、バイオテクノロ
ジー、次世代自動車用電池など様々な領域での協
力が期待されると述べた。
　さらに、世界が安全で安定し、信頼性の高いサ
プライチェーンを求める中で、台湾は非常に信頼
性の高いパートナーである。台湾は、日米を含む
国々との協力関係を築き、優れたカップリング関
係を形成する意思があると強調した。
　鄭副院長は、自民党要人とは麻生元総理、茂木
幹事長らと会談し意見交換をしたが、日本側のア
レンジが非常に細やかであり、重要な政党関係者
との会談がスムーズに実現したと述べた。また要
人の多くが台日関係の将来に非常に前向きな見方
を持ち、台湾の安全、民主主義、経済を支持して
いる。そして、台湾の現状が武力によって一方的
に変更されることに反対し、台湾との関係をより
緊密にすることを望み、自由で開かれたインド太
平洋地域やサプライチェーンのデリスキングにお
いて、台日間の協力がより良いものになることを
期待していると述べた。
　鄭副院長は、党広報部長、行政院新聞局長、桃
園市長などを経験した次世代の有望政治家であ
り、今次訪問は経済産業協力を主眼としたことで、
政治関係者も現職閣僚との公的な会談は無く、「実
務交流」の範疇に入るものであったが、元総理や
与党幹事長と会談するなど、日台関係の相互理解
促進に有益なものであったはずである。
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2023年第１四半期の国際収支統計 ■

概要

　2023年第１四半期の国際収支全体は、経常収
支が190.0億米ドルの黒字、金融収支が121.9億
米ドルの純資産の増加、中央銀行準備資産が
47.2億米ドルの増加となった。

内訳

（１）　経常収支

　経常収支の黒字額は、前年同期比ベースで
122.0億米ドル減となった。経常収支の主要項目
に関する説明は以下のとおり。
①貿易収支は、120.3億米ドルの黒字で、前年同
期比80.3億米ドル減少した。主な要因は、世
界景気の冷え込み及び在庫調整により、輸出
がマイナス成長になったことである。輸入も
国際原材料価格の下落及び輸出の需要が減少
していることによって減少したが、全体的に
見て、輸出額の減少が輸入額の減少を上回っ
た。

②サービス収支は、昨年同期の48.4億米ドルの黒
字から17.2億ドルの赤字に転落した。主な要因
は、貨物収入の減少及び旅行支出の増加である。

③第一次所得収支は、98.3億米ドルの黒字で、
前年同期比28.4億米ドル増加した。主な要因
は、対外直接投資所得及び銀行の海外利息収
入の増加である。

④第二次所得収支は、11.4億米ドルの赤字で、
前年同期比4.6億米ドル増加した。主な要因は、
海外家族への仕送り及び労働者の仕送りの増
加である。

（２）　金融収支

　金融収支の主要項目に関する説明は以下のとお
り。
①今期の直接投資は、純資産が33.5億米ドル増
加した。このうち、居住者による対外直接投
資は55.7億米ドル、海外投資家による対内直
接投資は22.2億米ドルの純増となった。

②証券投資は、純資産が179.5億米ドル増加した。
このうち、居住者による対外証券投資は、
264.0億米ドルの純増となった。主に銀行部門
の国外債権の持分増加によるもの。非居住者
による証券投資は84.5億米ドルの純増となっ
た。主に外資の台湾持ち株量の増加によるも
の。

③金融派生商品は、純資産が5.5億米ドル増加し
た。主にその他金融機関の金融派生商品の損
失を処分したことから、負債が減少したこと
によるもの。

④その他投資は、純資産が96.6億米ドル減少し
た。主に民間部門の国外預金の回収によるも
の。

2023年第１四半期の国際収支統計

2023年５月19日　台湾中央銀行発表（仮訳）
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国際収支の推移
（単位：億米ドル）

　 2021（r）
　 　 　 　

2022（r）
　 　 　

2023
　

Ⅰ（r） Ⅱ（r） Ⅲ（r） Ⅳ（r） Ⅰ（r） Ⅱ（r） Ⅲ（r） Ⅳ（r） Ⅰ（p）

経常収支 1,179.7 267.2 302.0 286.2 324.4 1,008.8 312.0 241.3 221.2 234.2 190.0

　

貿易収支 879.6 189.5 238.3 214.0 237.9 683.5 200.5 150.7 179.3 153.0 120.3

　
輸出 4,536.0 988.2 1,103.4 1,188.0 1,256.4 4,659.4 1,188.0 1,214.3 1,169.4 1,087.8 958.4

輸入（▲） 3,656.4 798.8 865.2 974.0 1,018.5 3,976.0 987.5 1,063.7 990.1 934.7 838.2

サービス収支 124.3 27.9 23.9 32.5 40.0 128.9 48.4 37.1 32.5 10.9 ▲ 17.2

第一次所得収支 202.7 55.8 45.6 48.0 53.3 228.7 70.0 60.2 17.8 80.8 98.3

第二次所得収支 ▲ 26.9 ▲ 6.1 ▲ 5.7 ▲ 8.3 ▲ 6.8 ▲ 32.3 ▲ 6.8 ▲ 6.7 ▲ 8.3 ▲ 10.5 ▲ 11.4

資本移転等収支（▲） 0.0 ▲ 0.0 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.2 ▲ 0.5 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.1 ▲ 0.3 ▲ 0.1

金融収支（▲） 1,064.7 189.6 259.7 296.8 318.6 956.4 323.2 205.8 288.2 139.3 121.9

　

直接投資（▲） 59.3 11.8 16.8 10.7 20.0 54.3 17.6 ▲ 2.3 11.5 27.5 33.5

証券投資（▲） 1,026.6 358.0 225.5 237.3 205.9 1,053.9 502.3 266.5 277.7 7.4 179.5

デリバティブ（▲） ▲ 2.9 ▲ 2.2 ▲ 12.6 15.5 ▲ 3.5 46.6 5.5 12.3 25.6 3.2 5.5

その他（▲） ▲ 18.3 ▲ 178.0 30.1 33.4 96.4 ▲ 198.3 ▲ 202.2 ▲ 70.7 ▲ 26.6 101.1 ▲ 96.6

中銀準備資産変動（▲） 209.9 105.4 36.2 30.7 37.6 108.8 2.6 38.2 ▲ 41.2 109.3 47.2

出典：中央銀行発表を元に当協会作成

出典：中央銀行発表　　r：修正値　　p：速報値
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2023年第１四半期の国民所得統計及び2023年の予測 ■

Ⅰ　概要

　行政院主計総処は５月 26 日、2022 年第４四
半期の国民所得統計の修正、2023 年第１四半期
の国民所得統計の速報値、及び、2023 年の経済
見通しなどを発表した。概要は以下のとおり。

一、2022年第４四半期の対前年同期比成長率は
▲0.78％となり、2023年２月時点の速報値か
ら0.37ポイントの下方修正となった。2022年
通年の経済成長率は＋2.35％となり、前回発
表の速報値から0.10ポイントの下方修正と
なった。また、一人当たりGDPは３万2,756
米ドルとなった。

二、2023年第１四半期の経済成長率（速報値）
は▲2.87％となり、2023年４月時点の概算値
（▲3.02％）から0.15ポイントの上方修正と
なった。

三、2023年の経済成長率は＋2.04％となる見通

しであり、2023年２月時点の予測値＋2.12％
から0.08ポイントの下方修正となる。また、
一人当たりGDPは３万2,474米ドル、CPIは
＋2.26％となる見通しである。

Ⅱ　国民所得統計及び予測

一、2022年の経済成長率は＋2.35％

（一）2022年第４四半期は、最新の主要指標に基
づいて修正した結果、実質GDPの対前年
（2021）同期比成長率（yoy）は▲0.78％と
なり、2023年２月時点の速報値は▲0.41％か
ら0.37ポイントの下方修正となった。季節調
整後の前期比(saqr）は▲0.48％、同年率換算
値(saar)は▲1.91％となった。

（二）第１四半期の＋3.87％、第２四半期の＋
2.95％、第３四半期の＋3.64％を合わせた
2022年通年の経済成長率は＋2.35％となり、

2023年第１四半期の国民所得統計及び
2023年の予測

2023年２月22日　行政院主計総処発表（仮訳）
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２月時点の速報値＋2.45％から0.10ポイント
の下方修正となった。

二、2023年第１四半期の経済成長率（速報値）
　2023年第１四半期の実質GDP対前年同期比
（yoy）（速報値）は▲2.87％となり、４月時点の
概算値▲3.02％から0.15ポイントの上方修正と
なり、２月時点の予測値▲1.20％から1.67ポイ
ントの下方修正となった。季節調整後の前期比
(saqr)は▲0.59％、同年率換算値(saar)は▲
2.36％となった。

１、外需面について

（1�）�世界におけるインフレ及び利上げ圧力が依然
として存在し、最終需要の減少が持続し、加
えて産業サプライチェーンによる在庫調整の
影響を受け、対外貿易が抑制されたことから、
2023年第１四半期の輸出（米ドルベース）は
前年同期比▲19.19％（台湾元ベースでは▲
11.83％）となった。また、三角貿易及び運輸
サービスの減少が持続しているものの、外国
人観光客の大幅増がサービス輸出を押し上げ
たことから、各統計の調整を行い、サービス
輸出を計上し、物価要因を控除した商品及び
サービスの実質輸出は▲10.80％となった。

（2�）輸入について、世界景気の減速に伴う在庫
補填及び資本設備への投資意欲が減少し、加
えて原材料価格の下落により、2023年第１四
半期の輸入（米ドルベース）は前年同期比▲
15.80％（台湾元ベースでは▲8.14％）となっ
た。このうち、農工原材料及び資本設備はそ
れぞれ▲21.97％、▲1.96％となった。消費関
連品は＋1.12％の微増となった。サービス輸
入は海外旅行の増加により大幅に増加したこ
とから、各統計の調整を行い、サービス輸入
を計上し、物価要因を控除した商品及びサー
ビスの実質輸入は▲4.01％となった。

（3�）輸出と輸入を相殺した外需全体の経済成長
率全体への寄与度は▲5.44％ポイントとなっ
た。

２、内需面について

（1�）第１四半期の民間消費は＋6.48％となり、
経済成長率への寄与度は＋3.02ポイントと
なった。
①国民による国内消費について、新型コロナ
ウイルス感染の影響縮小により、民間消費
が持続的に拡大したことから、2023年第
１四半期の小売業、飲食レストラン業売上
額は前年同期比それぞれ＋5.46％、＋
17.38％となった。レジャー娯楽と宿泊関連
サービス消費、及びバス運輸の旅客輸送量
が明らかに増加したものの、株式取引手数
料収入が引き続き減少したことから、各消
費項目と合わせて、外国人観光客の消費、
物価要因を控除した第１四半期の国内消費
は＋3.53％となった。

②国民による海外消費について、水際防疫管
制措置の解禁に伴い、海外旅行が活発とな
り、出国者数が急増したことから、2023年
第１四半期の国民海外消費支出（速報値）
は8.0倍の成長となったが、旅行支出（サー
ビス輸入に含まれる）も同時に増加し、
GDP全体への影響はなかった。

（2�）実質政府消費成長率は＋3.73％、経済成長
全体への寄与度は＋0.45ポイントとなった。

（3�）資本形成について、業者による設備投資が
保守的となり、加えて昨年基準値が高く、固
定投資の伸びを抑制したことから、第１四半
期の資本設備輸入（台湾元ベース）は前年比
＋6.95％（米ドルベースでは▲1.96％）となっ
た。国内製造業の投資財生産高は▲6.60％と
なった。各業種では、機械設備及び知的財産
投資が増加したものの、建築工事及び運輸機
械投資が減少したことから、実質在庫調整を
計上し、物価要因を控除した第１四半期の資
本形成の実質成長率は前年同期比▲3.24％と
なり、経済成長率全体への寄与度は▲0.89ポ
イントとなった。

（4�）以上の各項目を合わせた第１四半期の内需
全体の成長率は＋2.99％、経済成長率全体へ
の寄与度は＋2.57ポイントとなった。
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３、生産面について

（1�）�農業は、野菜果物、特殊農作物及び漁業の産
量減少により、第１四半期の農業の実質成長
率は▲3.15％となり、経済成長率への寄与度
は▲0.04ポイントとなった。

（2�）実質工業生産は▲11.20％となった。
　�　これは主に、世界景気の減速に伴う需要の減
少、業者の在庫調整の持続によって減産措置を
施行したものの、クラウドサービス設備への需
要増加、業者による域内生産の拡大が一部の減
少幅を相殺したことから、第１四半期の製造業
生産指数は▲17.68％となり、三角貿易の収益
及び研究開発などを合わせた第１四半期の製造
業の実質成長率は▲12.05％となり、経済成長
率への寄与度は▲4.02ポイントとなった。

（3�）サービス業について、卸売業は世界的な経
済力・貿易量の減少、顧客による在庫調整の
持続が補填需要の減少につながったことから、
第１四半期の売上額は前年同期比▲11.43％と
なった。小売業売上額（＋5.46％）を計上し、
物価要因を控除した卸売・小売業全体の実質
成長率（速報値）は▲7.45％となり、経済成
長率への寄与度は▲1.23ポイントとなった。
運輸及び倉庫業は防疫措置の緩和により、外
出消費が明らかに増加し、加えて水際管制措
置の解禁により、陸上及び航空運輸の旅客輸
送量はいずれも大幅に増加したものの、国内
の製造業生産活動の低下が貨物運輸への需要
の抑制につながったことから、第１四半期の
運輸及び倉庫業の実質成長率は＋25.27％とな
り、経済成長率への寄与度は＋0.97ポイント
となった。宿泊業、飲食レストラン業も民衆
による外出消費の持続、外国人観光客が徐々
に戻ってきたことから、第１四半期の飲食レ
ストラン業売上額は前年同期比＋17.38％と
なった。観光宿泊施設の総収入は＋30.00％と
なった。物価要因を控除した第１四半期の宿
泊・飲食レストラン業の実質成長率は＋
14.68％となり、経済成長率への寄与度は＋
0.35％ポイントとなった。金融及び保険業に
ついて、金融機関の利息収入純額は＋2.30％

となった一方、上場会社の株取引高の昨年基
準値が高かったことにより、証券先物業の売
上収入は▲15.92％となった。その他保険サー
ビス、投資信託顧問料等の手数料と合わせた
第１四半期の金融・保険の実質成長率は▲
4.33％、経済成長率への寄与度は▲0.28ポイ
ントとなった。

三、2023年の経済展望

（一）国際経済情勢

１．IHS�Markit(Ｓ＆Ｐ�Global)の５月の最新資
料によると、中国によるゼロコロナ政策の解
除が経済にプラスとなるものの、欧米各国は
インフレ抑制のための金融引締め策を施行し
ており、加えて金融与信がさらに慎重となり、
消費及び投資の頭打ちとなることから、2023
年の世界経済の成長率は＋2.3％（2023年２
月時点の予測値から0.3％ポイント上方修正）
となる。このうち、先進国経済及び新興国経
済はそれぞれ＋1.1％（0.3ポイントの上方修
正）、＋3.9％（0.2ポイントの上方修正）とな
る見通しである。

２．米国経済は、利上げ措置及び中小銀行の信用
不安が、企業及び住宅投資の成長力を抑制する
ものの、労働市場の改善及び家庭所得の増加が
消費力の下支えとなることから、IHSの予測で
は、2023年の経済成長率は前年同期比＋1.2％
（0.5ポイントの上方修正）となる見込み。
３．欧州は、インフレ圧力が家庭購買力の頭打ち
となり、加えて銀行による金融引締め策の施
行が企業投資の意欲を抑制することから、
2023年のドイツの経済成長率は＋0.2％（0.1
ポイントの下方修正）となり、フランス及び
イギリスの成長率はそれぞれ＋0.6％（0.2ポ
イントの上方修正）、＋0.2％（0.6％ポイント
上方修正）となる見通しである。

４．中国大陸は、ゼロコロナ政策の解除が内需依
存型サービス業の強い反転をもたらすものの、
外需の低迷が製造業の回復力に頭打ちとなるこ
とから、2023年の経済成長率は＋5.5％（0.3
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重要経済指標 行政院主計総処　2023年５月26日発表

出典：行政院主計総処　　　r：修正値、p：速報値、ｆ：予測値

経済成長率（実質 GDP）（％） 一人当たり GDP 一人当たり GNI 消費者物
価上昇率

卸売物価
上昇率 名目 G ＤＰ

（百万台湾元）前年同期比 前期比
（年率換算） 前期比 台幣元 米ドル 台幣元 米ドル （％） （％）

2009 年 ▲ 1.61 － － 559,807 16,933 577,241 17,460 ▲ 0.87 - 12,961,656

2010 年 10.25 － － 607,596 19,197 625,560 19,765 0.97 - 14,119,213

2011 年 3.67 － － 614,922 20,866 630,965 21,410 1.42 - 14,312,200

2012 年 2.22 － － 630,749 21,295 649,322 21,922 1.93 - 14,677,765

2013 年 2.48 － － 654,142 21,973 671,384 22,552 0.80 － 15,270,728

2014 年 4.72 － － 694,680 22,874 713,443 23,492 1.20 － 16,258,047

2015 年 1.47 － － 726,895 22,780 745,634 23,367 ▲ 0.31 － 17,055,080

2016 年 2.17 － － 746,526 23,091 765,711 23,684 1.40 － 17,555,268

2017 年 3.31 － － 763,445 25,080 782,437 25,704 0.62 － 17,983,347

2018 年 2.79 － － 779,260 25,838 796,852 26,421 1.36 － 18,375,022

2019 年 3.06 － － 801,348 25,908 821,527 26,561 0.55 － 18,908,632

2020 年 3.39 － － 844,485 28,549 868,732 29,369 ▲ 0.23 － 19,914,806

第 1 季 2.88 ▲ 1.45 ▲ 0.37 199,628 6,613 207,226 6,866 0.54 － 4,711,195

第 2 季 0.62 ▲ 4.20 ▲ 1.07 201,090 6,711 206,914 6,906 ▲ 0.98 － 4,743,777

第 3 季 4.44 20.01 4.67 216,649 7,340 223,052 7,558 ▲ 0.48 － 5,107,788

第 4 季 5.39 11.30 2.71 227,118 7,885 231,540 8,039 ▲ 0.04 － 5,352,046

2021 年 6.53 － － 926,314 33,059 945,850 33,756 1.97 － 21,738,982

第 1 季 9.29 10.17 2.45 225,230 7,932 231,104 8,139 0.79 － 5,300,930

第 2 季 7.85 ▲ 7.64 ▲ 1.97 222,767 7,957 227,339 8,120 2.13 － 5,234,720

第 3 季 4.14 3.63 0.90 231,240 8,296 234,843 8,425 2.28 － 5,422,895

第 4 季 5.23 16.49 3.89 247,077 8,874 252,564 9,072 2.67 － 5,780,437

2022 年（r） 2.35 － － 975,194 32,756 1,002,246 33,664 2.95 10.51 22,666,522

第 1 季 3.87 3.91 0.96 242,033 8,644 249,814 8,922 2.81 11.33 5,644,734

第 2 季 2.95 ▲ 8.92 ▲ 2.31 236,972 8,044 244,036 8,284 3.44 13.78 5,504,295

第 3 季 3.64 3.58 0.88 246,367 8,104 247,672 8,147 2.93 9.79 5,713,793

第 4 季（r） ▲ 0.78 ▲ 1.91 ▲ 0.48 249,822 7,964 260,724 8,311 2.60 7.37 5,803,700

2023 年（f） 2.04 － － 995,966 32,474 1,032,092 33,654 2.26 ▲ 0.83 23,278,447

第 1 季（p） ▲ 2.87 ▲ 2.36 ▲ 0.59 236,395 7,776 249,225 8,198 2.61 3.25 5,507,714

第 2 季（f） 1.82 8.33 2.02 240,663 7,839 250,902 8,173 2.17 ▲ 2.82 5,621,730

第 3 季（f） 3.18 10.05 2.42 254,628 8,273 260,016 8,448 2.18 ▲ 1.83 5,958,109

第 4 季（f） 5.77 6.55 1.60 264,280 8,586 271,949 8,835 2.17 ▲ 1.71 6,190,894
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2023年第１四半期の国民所得統計及び2023年の予測 ■

ポイントの上方修正）となる見通しである。
５．IHSが予測した2023年における韓国の経済
成長率は＋1.6％（0.1ポイントの下方修正）、
香港は＋5.2％（2.0ポイントの上方修正）、シ
ンガポールは＋1.8％（0.5ポイントの下方修
正）、及び日本は＋1.0％（0.2ポイントの下方
修正）となる見通し。

（二）2023年の国内経済の予測

1．対外貿易

（1�）�インフレ、利上げ、及びロシア・ウクライナ
戦争の膠着は引き続き世界的な最終需要に影
響を与え、世界経済成長の減速、加えて消費の
中心がサービスへ転換していることや、商品の
在庫調整時期の延長などから、国際通貨基金
（IMF）の４月の最新予測によると、2023年の
世界貿易量は2022年の＋5.1％から＋2.4％に
減少する。また、外需の減少、昨年基準値が高
かったことから、2023年の輸出（米ドルベース）
は4,446億米ドル、前年比▲7.27％となる見込
み。外国人観光客の増加がサービス輸出の増加
にプラスとなるものの、航空運輸サービス及び
三角貿易が対外貿易の不振により減少するこ
とから、商品及びサービス貿易を計上し、物価
要因を控除した2023年の輸出の実質成長率は
▲0.60％（2023年２月時点の予測値から0.64
ポイントの下方修正）となる見込み。

（2�）輸入は、輸出及び投資の減少による需要減、
加えて国際農工原材料価格の下落により、
2023年の輸入（米ドルベース）は3,873億米
ドル、前年比▲9.51％となる見込み。一方、
国民による海外旅行の増加はサービス輸入に
プラスとなることから、商品及びサービス貿
易を加え、物価要因を控除した2023年の輸入
の実質成長率は＋0.82％（0.16ポイントの上
方修正）となる見通し。

２．民間消費

　民間消費については、各国による水際措置の解
禁に伴う国境を越える海外旅行の増加（サービス

輸入と相殺し、GDPには影響がない）、及びポス
トコロナにおける生活の正常化により、買い物、
食事会及び旅行が明らかに増加し、就労市場の安
定、政府による現金給付策の施行などは消費力の
下支えとなることから、2023年の民間消費の実
質成長率は＋6.92％（1.68ポイントの上方修正）
となる見通し。

３．固定投資

（1�）民間投資については、国内半導体企業によ
る先端技術生産の投資が引き続き拡大し、洋
上風力発電及び太陽光発電等のグリーンエネ
ルギー施設の継続的な建設、政府による台湾
投資三大支援策の持続的な施行、海外旅行の
需要増加に応じた運輸業者による飛行機の購
入などは投資の成長を下支えるものの、世界
経済の先行きには不確定要素が依然として高
く存在し、業者の在庫調整が生産を抑制し、
企業の資本への支出が慎重となり、加えて昨
年基準値が高かったことから、2023年の民間
投資の実質成長率は▲2.49％（1.36ポイント
の下方修正）となる見込み。

（2�）公共投資を加え2023年の固定投資の実質成
長率は▲1.46％（1.28ポイント下方修正）と
なる見通しである。

４．物価

（1�）�国際機関の予測及び足元における石油価格の
トレンドを参考として、2023年のOPECバス
ケット原油価格を１バレル＝78.4米ドル
（2023年２月時点の予測値から3.8米ドルの下
方修正）と設定する。

(2�)�世界的な最終需要の減少、国際農工原材料価
格の下落、商品価格の上昇が緩やかとなるもの
の、レジャー娯楽などサービスへの需要増加、
加えて家賃の持続的な上昇などが国内サービス
価格の上昇を押し上げることから、2023年の
CPIは＋2.26％（0.10ポイントの上方修正）
となる見通し。

５．結び

　以上を総合すると、2023通年のGDP規模は
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23兆台湾元を突破し、経済成長率は＋2.04％と
なり、2023年２月の予測値から0.08％ポイント
の下方修正、CPIは＋2.26％となる見通し。

（三）主要な不確実性

１．各国の貨幣政策の動向、米国債務上限問題の
進展及び欧米の一部の金融機関の危機が国際

金融市場に与える影響。
２．中国大陸によるゼロコロナ政策の解禁後の発
展及びそれが世界経済に与える影響。

３．米国と中国の技術覇権争いの今後の展開、及
び国際間の地政学リスクの変化。

４．ロシア・ウクライナ戦争の膠着が国際原材料
価格のトレンドに与える影響。

CPI
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令和５年春の外国人叙勲　台湾人受章者（３名）に対する勲章伝達式の実施について ■

　令和５年４月29日、日本政府は令和５年春の外国人叙勲受章者を発表しました。台湾からは３名が受
章され、邱義仁氏が旭日重光章、丁澈士氏が旭日中綬章、王清霜氏が旭日双光章を受章されました。
　５月９日に、大橋光夫・当協会会長が宮中での叙勲伝達式にご出席された邱義仁氏をお招きして叙勲
をお祝いする会を開催いたしました。また、泉裕泰・台北事務所代表より５月31日に王清霜氏、６月28
日に奥正史・高雄事務所長より丁澈士氏に対してそれぞれ勲記及び勲章が伝達されました。日本台湾交
流協会としても日台関係の発展のために長年にわたり献身的なご尽力をされてこられた受章者のご貢献
に衷心の敬意と謝意を表します。

邱義仁氏
勲　　章：旭日重光章
主要経歴：元　台湾日本関係協会会長
功労概要：�日本・台湾間の友好親善及び相互理解

の促進に寄与
　邱義仁氏については、本号冒頭インタビュー記
事をご参照ください。

邱義仁氏（左）、大橋光夫・会長（右）

丁澈士氏
勲　　章：旭日中綬章
主要経歴：屏東科技大學名譽教授
功労概要：�日本・台湾間の学術交流及び相互理解

の促進に寄与

王清霜氏
勲　　章：旭日双光章
主要経歴：漆工芸家
功労概要：�漆工芸を通じた日本・台湾間の文化交

流の促進に寄与

王清霜氏（左）、泉裕泰・台北事務所代表（右）

受章者のことば　丁澈士氏

　ご臨席の皆様、こんにちは。私は生涯を尽くし
学術研究や交流事業に取り組んできました。本分
を尽くし、やるべきことをやり通しただけであり、
長きにわたり支えてくださった祖国に感謝の念を
抱いております。2020年２月３日に東京で開催
された「水と文化」国際シンポジウムに参加した
際、ご出席された天皇皇后両陛下が水に関する研
究をライフワークとされていると知り、心躍りま
した。その３年後に旭日中綬章を賜り、恐縮では
ございますが光栄の至りに存じます。
　本日の会場は屏東県政府が促進する「洪水活用、
地下貯水、洪水を水資源に」の「大潮州地下水人
工補注湖計画」モニタリングセンターです。私は
常にここで教育、研究活動を推進してきました。
歴代総統も二峰圳と大潮州人造湖を重要視し、

令和５年春の外国人叙勲
台湾人受章者（３名）に対する勲章伝達式の実施について

奥正史・高雄事務所長（左）、丁澈士氏（右）
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2012年４月19日に李登輝元総統が二峰圳を視
察、蔡英文総統は2018年10月５日に大潮州人造
湖を視察、その後2022年７月23日の二峰圳百周
年記念式典にも出席され、台湾と日本の友情の証
を示されました。
　私を旭日中綬章の受賞候補として推薦して下
さった日本台湾交流協会高雄事務所に感謝申し上
げます。屏東県歴代及び現職県長と屏東県政府各
位の「二峰圳灌漑工事」への深き理解、「大潮州
地下水人工補注湖計画」の重要性及びコンセプト
への信頼と支持があったからこそ、アジア最大級
の地下水人造貯水湖の完成に至りました。さらに、
この成果は国連教育科学文化機関（UNESCO）
の出版物や国際ジャーナルを通じ広く発表されま
した。「二峰圳灌漑工事」と「大潮州地下水人工
補注湖計画」の推進と完成後の運用、維持・管理
により、計画当初の目的は達成され、地盤沈下の
緩和を果たしました。日本統治時代に鳥居信平技
師が二峰圳に残した古い技術と新しい思考や建築
方法・材料を継承し、屏東県新埤郷建功村の堤防
付近の伏流水システム建設にも成功しました。現
在、美しい伏流水を毎日水道局に提供し、皆と幸
福な水資源を分かち合うことができています。
　来義郷（二峰圳の所在地）歴代郷長、郷の関係
者、郷民代表、頭目の子孫、及び郷民が長きにわ
たり二峰圳を守り続けて下さり、当地の原住民は
長い間二峰圳と生活を共にしてきました。鳥居信
平技師の子孫、日本の友人、インタビューをアレ
ンジしてくださった友人達の功労も多大且つ顕著
です。長期にわたる水環境運動の先駆者のご指導
とご鞭撻があったからこそ、私は水との共生、持
続可能な水資源について学ぶことができました。
二峰圳の灌漑システムの研究に取り組み、同地下
ダムの科学的基盤理論を確立して下さった屏東科
技大学と同大学院で指導した学生たちにも感謝し
ています。台湾製糖及び同社スタッフが二峰圳の
文化財を良好な状態に保ち、同地下ダムの機能を
維持、さらに文化財の展示に尽力して下さったか
らこそ、二峰圳を後世に受け継ぐことができまし
た。2018年、屏東高校代表チームは「屏東二峰
圳伏流水灌漑システム」をテーマに参加した第
15回国際地理オリンピックで銅メダルを獲得し、
二峰圳を世界に広めました。また、屏東大学は二
峰圳の文化財の保存を積極的に行い、UNESCO

機関誌や国際シンポジウムで論文を発表し高い評
価を得ました。
　屏東科技大学は二峰圳伏流水の関連商品を10
種類以上開発しました。来義小・中・高校の教員
らは二峰圳を学習指導要領に組み込み、同ダムの
文化的継承に取り組むとともに、高校生と小学生
を指導し、二峰圳ガイドスタッフの育成を行いま
した。2022年７月23日の二峰圳通水百周年記念
イベントでは、学生たちは素晴らしいガイドス
タッフとして海外からの訪問客に鳥居技師の功績
と二峰圳を紹介しました。今年、来義郷役場は屏
東大学と連携し、中央政府からの補助金を得て、
二峰圳の地方創生計画を積極的に推進していま
す。八田與一基金会は長きにわたり二人の日本人
土木技師（八田與一技師及び鳥居信平技師）の台
湾での功績を広く発信してきました。中正ロータ
リクラブ及びその姉妹クラブである日本静岡県の
袋井ロータリクラブも二峰圳の継承を推進し交流
事業を積極的に行い、日台の友情を深めました。
　前述のとおり、「二峰圳」及び「大潮州地下水
人工補注湖」のために力を尽くしてきた本式典に
ご臨席・ご参列できなかった多くの方々の支持、
激励、寄り添い、広報、理解があるからこそ、私
はここまで歩んでくることができました。この受
賞の栄光を皆様に捧げるとともに、私利私欲を求
めずここまでご一緒して下さった皆様のことを深
く心に刻みたいと思います。
　最後に、私を育ててくれた両親と家族に感謝の
意を表したいと思います。特に日本の教育を受け
た両親が、日本統治時代に教育や生活等の品格を
学んだおかげで、私は着実に勉強し、物事の真実
を求める事の大切さを両親から教わりました。こ
の度の受賞の栄光を天国にいる両親とも分かち合
いたいと思います。
　ご臨席の皆様のご健勝とご多幸をお祈りいたし
まして、私の答辞とさせていただきます。

受章者のことば　王清霜氏

　人生には成し遂げなければならないことが多く
あります。それらの中で、絶えず継続することが
できることは、心によって導き出されます。一つ
のことを選択し、それに人生を捧げ、一生懸命努
力することは、人生で最も美しい光景です。私に
とって、人生の豊かさを映し出すことで生まれる
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美しい光景は、漆とそこから派生する工芸、芸術、
産業です。
　私は1922年、日本統治時代の大正11年に台中
州豊原郡神岡庄に生まれました。16歳で台中工
芸専修学校漆工科に入学し、そこで漆に出会いま
した。その後、「山中工芸品製作所」と「台中工
芸伝習所」を創立した山中公先生の推薦で、東京
と大阪に行き、河面冬三、羽野禎三、黑岩淡哉な
どに師事し、工芸、芸術、造形、デザインなどの
分野を学びました。広く深く学ばなければ、この
ように工芸の道を長く歩むことができないことは
明らかです。昭和の日本に蓄積された芸術・工芸
の知識は、私の心の中の漆に対する確信と情熱を
刺激し、一生続くものになりました。その後、ス
クリーン印刷技術を台湾に導入したことにより、
多くの人々の生活は安定しましたが、これらはす
べて日本からのとても多くの支援を受けたもので
あり、非常に感謝しています。
　漆は自然が人に与えた宝です。とても自然で安
全性の高いもので、日常生活での利用と芸術面に
おいて、それぞれ漆器と漆芸として表現されてい
ます。漆を通して、控えめな落ち着いた様子を映
し出すことができ、また高貴さやおおらかさを強
調することもできます。漆芸の魅力は、材料その
ものと、工程の特性にあります。台湾の天候は独
特であり、漆芸に最適な場所です。かつては多く
の場所で漆が栽培され、職人の養成もされていま
した。しかし、新たな技術が登場したことで、人々
の漆に対する依存は徐々に失われました。漆芸市
場も縮小し、日本統治時代から台湾で始まった漆
芸もまた変わらなければなりませんでした。
2011年、私は台湾で初の人間国宝の栄誉を得ま
した。政府の伝統工芸、文化財の保護政策のもと、
学んだことを実践し、伝承することにより、漆芸

を台湾で広げ、漆芸に関わる人はだんだんと増え
ました。漆工芸家の知識への渇望は、そのまま日
本との漆芸交流の促進に繋がり、日本との関係は
より深いものになりました。漆芸の世界では、日
台双方の努力により、美しい光景が映し出されて
います。
　振り返ってみると、私は16歳から今まで86年
間、人生の５分の４以上の歳月を漆芸に捧げてき
ました。確かに、安定したなだらかな道ではあり
ませんでしたが、漆芸は私の情熱に火をつけまし
た。漆芸にきちんと向き合っていけば、私の人生
に微笑み返してくれると思い、この思いこそが、
私が漆芸創作と普及を続ける支えとなっていま
す。これまでの私に対する多くの方々からの支援
に感謝します。今日まで支えてくれた家族、特に
私の人生を支え、漆芸創作の世界に長年静かに打
ち込ませてくれた妻には、さらに感謝しています。
　今回、日本政府から旭日双光章を授与されたこ
とは、非常に光栄なことで感謝いたします。この
ことが、日台間の漆芸交流のさらなる発展の契機
となり、日台が過去を踏まえ努力することで、漆
芸の新たな道を開いていくことを期待します。
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　東北と台湾の友情の歴史に、新たな１ページが刻まれました。
　６月30日（金）、宮城県では初となる日台パートナーシップ強化セミナーを台日産業連携推進オフィス
（TJPO）と共催いたしました。日台経済関係の要となる半導体について、ポテンシャルの高い東北の企業
との連携を台湾側が強く望み、実現したものです。
　当日はTJPOプロジェクト課長の陳龍氏、そして宮城出身でもあるアジア経済研究所地域研究センター上
席主任調査研究員の川上桃子氏から、日台双方の視点で半導体産業につきご説明いただき、会場・オンライ
ンともに多数の参加者を集めました。

日台パートナーシップ強化セミナー@宮城（TJPOとの共催）

日本台湾交流協会事業月間報告
6 月 内容 場所

２日 中興大学との日本研究者育成支援事業覚書調印式（共催） 台中市（中興大学）
12 日 第 16 回日本国際漫画賞台湾受賞者表彰式（主催） 台北市（台北事務所）
13 ～ 14 日 GCTF ワークショップ「腐敗防止におけるマルチステークスホルダーの関与」（共催） 台湾
14 日 領事出張サービス 台中市
15 日 領事出張サービス 台南市

15 日 日本語専門家派遣事業（主催） 台南市
（私立陽明高級工商職業学校）

15 ～ 18 日 台湾フェスティバルTMTOKYO2023（後援）   東京都（上野恩賜公園）
15 日～
2024 年３月末  ミュージカル KANO ～ 1931 甲子園まで 2000 キロ～（後援） 愛媛県（坊ちゃん劇場）

16 日 日本語専門家派遣事業（主催） 彰化市（南郭小学校）
16 日 日本語専門家派遣事業（主催） 彰化市（私立精誠高校）

16 日 日本語専門家派遣事業（主催） 彰化市（彰化師範大附属高級工業
職業学校）

17 日 第三回全国東亜学研修会（助成） 台北市（文化大学）
17 ～ 18 日 2023 年第 12 回村上春樹国際シンポジウム（名義） 新北市（淡江大学）
20 日 日台パートナーシップ強化セミナー（TJPO との共催） オンライン

21 日 日本語専門家派遣事業（主催） 雲林県
（私立維多利亜双語小中学校）

21 日 日本語専門家派遣事業（主催） 桃園市（中央大学附属中壢高校）
26 日 日本研究若者フォーラム＠現代日本研究学会（助成） 台中市（東海大学）

28 日 令和５年春の外国人叙勲
丁澈士・屏東科技大学名誉教授　旭日中綬章叙勲伝達式

屏東県
（大潮州地下水補注湖監控中心）

29 日 日本語パートナーズ７期帰国前報告会（主催） 台北市（台北事務所）
30 日 日台パートナーシップ強化セミナー（TJPO との共催） ハイブリッド（仙台市）
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日本台湾交流協会について

公益財団法人日本台湾交流協会は外交関係のない日本と台湾との間で、非政府間の実務関係
として維持するために、1972年に設立された法人であり、邦人保護や査証発給関連業務を含め、
日台間の人的、経済的、文化的な交流維持発展のために積極的に活動しています。
東京本部の他に台北と高雄に事務所を有し、財源も大宗を国が支え、職員の多くも国等から
の出向者が勤めています。

表紙写真

※本誌に掲載されている記事などの内容や意見は、外部原稿を含め、執筆者個人に属し、公益財団
法人日本台湾交流協会の公式意見を示すものではありません。
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万が一、本誌に基づく情報で不利益等の問題が生じた場合、公益財団法人日本台湾交流協会は一
切の責任を負いかねますのでご了承ください。

　2023年６月29日、当協会台北事務所にて日本語パートナーズ（※）７期帰国前報告会を実施
しました。７期の15名は2022年９月から2023年６月まで、台湾各地の高校に派遣され、日
本語の授業のサポートや日本文化の紹介などの活動を行いました。
※日本語パートナーズ派遣事業は、日本の国際交流基金（JF）からの委託を受けて当協会で実施してい
る事業です。

［維持会員の特典］
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維持会員制度について

公益財団法人である当協会では、事業に要する資金の一部を民間資金により補っております。このため設立当初より「維持会員」
制度を設け、台湾へ進出して現地の工場、営業所または出張所に駐在員を派遣している企業、台湾と取引関係を有する企業、その
ほか台湾に関心を有する企業、団体等にご加入のご協力をお願いしております。

加入いただきました会員の皆様には、台湾の経済開発、市場動向等についての最新情報を提供するため、当協会の会報「交流」（最
新台湾経済等の情報、月１回発行）のほか、「台湾の経済DATABOOK」等の各種刊行物、資料を発行・送付しております。また、
会員の皆様向けに当協会台北事務所長による台湾情勢に関する「維持会員報告会」を東京において年１回無料で開催している他、「台
湾情勢セミナー」を年間数回無料で開催しております。さらに、貿易投資アドバイザーによる相談窓口も設けております。
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１．各種刊行物、資料の提供
以下の出版物等を随時提供いたします。
・台湾情報誌「交流」（月１回発行）
・台湾の経済DATA BOOK（年１回）
・委託調査（毎年テーマを選定して調査を実施し、報告

書として取りまとめたもの）
・その他知財等の調査資料

２．台湾情勢に関する維持会員報告会御出席
台北事務所長が台湾情勢について報告いたします。

３．台湾情勢セミナー御出席
台湾の経済産業界の方々を講師として年に数回開催いた
します。

４．貿易相談窓口のご利用
貿易投資アドバイザーによる相談窓口を設けております。
本制度に関するご照会、加入お申込みについては「公益
財団法人日本台湾交流協会　東京本部　総務部　庶務
室」までご連絡ください。

維持会費　１口につき年間12万円
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